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「ソナタ1アルバム』に関する一考察

島　　畑 斉＊
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E1ne　Betrachtung　uber8o〃α蛇〃＿A1ろ〃伽

1．はじめに

　rノナタ・アルハム』は，　Ado1f　Ruthardt，Lou1s

Koh1erの編集・校訂によって，ぺ一タース杜から出版

されたピアノ曲集である。わが国においても，それと同

一内容の楽譜が出版されており，長い間古典ソナタの入

門用として広く親しまれてきた。この曲集には，J．Ha－

ydn，W．A．Mozart，およびL．v．Beethovenのソナ

タから26曲の作品が選び集められている。それらの作品

は，一般に『ソナヂネ・アルバム』終了程度の学習者の

ための，ソナタ形式の理解と基礎的技術（音楽的理解を

伴う）の修得を目的とした教材として重要な位置を占め

ている。

　このように，『ソナタ・アルバム』は，ピアノ教育に

おける基本的な教材であるにもかかわらず，一方におい

ては，次のような間題点も認められる。すなわち，ぺ一

タース版は，初版以来現在に至るまで改訂されていない

ために，近年出版された原典版との間に，記譜上の大き

な隔たりが生じていることである。周知の通り，原典版

は，綿密な資料準備とその批判を基礎として，作曲家の

創作上の意図を最大限に再現しようとするものである。

したがって，原典版を用いるのが良いことは言うまでも

ない。しかし，作品の時代様式や記譜上の慣習等の知識

が要求されるために，初級学習者にとっては十分に使い

こなせないという問題が生じる。そこで，ぺ一タース版

の選曲を尊重しながらも，実用性と原典版の重要性を考

慮した2種類の『ソナタ・アルバム』が，最近相次いで

出版された。それらは，わが国のK杜とS杜の『ソナタ

・アルバム』である。

　本稿においては，ぺ一タース版に依拠している楽譜が

一般に通用していることから，ぺ一タース版の楽譜上の

間題点を指摘し，さらに，新しく出版されたK版とS版

　＊島根大学教育学部音楽研究室

におけるそれらの取り扱いについて検討した。ただし，

全作品について考察するのではなく，第1巻に収められ

ているHaydnの作品5曲に焦点を絞った。それは次の

ような理由による。

　1）K版の第2巻が未出版であること。

　2）第1巻の学習は，第2巻に比べて早い時期に行わ

　　れる。この初期学習において，より信頼できる楽譜

　　を用いる習憤が学習者に要求されること。

　3）一般に，MozartやBeethovenに比べて，Hay－

　　dnのソナタに対する認識が浅いこと。

　なお，これら5曲の白筆譜は現存していない。本稿で

は，2杜の原典版，GHen1e社’Hαツ伽，3α棚Z肋θ

KZα洲㈱o〃α肋とUn1versa1Ed1t1on（国内では音楽

之友社）．W舳θrひ肋城E肋z0”，Hαツ伽，80伽1κ加

K1ωク舳o舳肋を参照しながら検討を進めた。

2．第1番（HobXYI．35）について

　　第I楽章

　冒頭の第1主題の呈示とその確保において（T．1）1－

16），K版は，准以外の強弱記号を示していないため

に，学習者の戸惑いが予想される。ここには，何らかの

強弱記号を求めたい。ぺ一タース版（以下P版という）

とS版は，冒頭においてPを表示しているが，A〃6g一

ブ060〃ろグクoの性格から，ウィーン原典版（以下WU

という）のように，∫で秦したい。そうすることによっ

て，T．45以下における〃のしなやかな第2主題と明

確な対比をつくることができるであろう。

　T．20－31，T．36－40，　T．63－65，T．120－121，

T．126－130，T．161－167においては，ヘンレ版（以下

HUという）とWUは，装飾音記号にターンを用いて

いる。しかし，P版は，ターンを逆にした形の記号を用

いている。この記号は，C．P．E．Bachの指摘するr3

sokyu
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音シュラィファー」2）であり，下隣接音一主要音一上隣

接音一主要音の順に秦するもめである。つまりT．20の

d2音に付けられた「3音シュライファー」は，譜例1a

のように，c2－d2－e2－d2音を秦することになる。し

かし，P版の脚註における指示は，譜例’1bのように

dLe2－d2－cLd2音とされ，記号と明らかに矛盾が

生じている。このように，P版は，この楽章以外におい

ても，ターンを逆ターン記号に置き換えているために，

注意が必要である。なお，P版の内容に従っているわが

国のZ版では，以前の楽譜は，P版と同様に逆ターン記

号を示していたが，現在ではすべて正しいターン記号に

改めている。

譜例1
　　a　　　　　　　　　b

　T．59，61，および149の第4拍目のトリラーに，P版

とS版は後打音を付けているが，これらはHUとWU

では見受けられない。S版は原典版に従って後打音を示

していない。He1mch　Schenkerも指摘しているよう

に3），一般に，HaydnやMozartの作品ではトリラー

の後打音が記されていないために，それを秦するかどう

かの判断は，その箇所の状況と演奏者の趣味によって決

定される。

　T113の上声，第4拍目を，P版はc2－d2es2－f2

音としているが，HUとWUによると，これはc2－

d2－e2－f2音である。S版は，原典版に従っているが，

K版はc2－d2－es2－f2音のまま改めてはいない。

　T．160においては，P版は，第4拍目から！として

いるが，HU，WUによると，下声部は，第1拍目から

！で秦されなければならない。同様に，T．164の下声・

第1拍目にも，P版ではPの脱落が見受けられる。S

版の両箇所は，原典版に従って正しく記されているが，

K版のT．164は，P版と同様にPの脱落が見受けられ
る。

K版は，譜例2bのように，秦法を楽譜に組み入れてい

る。このような箇所は，T．2，3，5，6，10等にも見受

けられる。

譜例2
　　a　　　　　　　　　b

　T．3の後半からT．4の後半では，HUとWUは，

譜例3aのように，8分音符の音列に対してアーティキ

ュレーションを示していない。P版では，校訂者によっ

て譜例3bのようなスラーが付けられ，また，S版に

おいても譜例3cのようなスラーが細線で示されてい

る。この両者の書法は異なるが，秦法に関しては同じ意

味として解釈できる。一方K版は，校訂者によるアーテ

ィキュレーションの補足を示していない。学習者に対す

る配慮から，校訂者の指示を求めたい、

a

譜例3
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　　第II楽章

　冒頭とT．22において，K版は，原典版と同様に強弱

記号を示していないが，学習者に対する配慮から必要で

はないだろうか。なお，P版とS版には刎グが示され

ている。

　T．1上声の第1拍目・後半を，HU，WU，およびS

版は，前打音を譜例2aのように示しているが，P版と

　T．4の上声，第1拍目g1音に付けられた装飾音は，

P版では逆ターン記号であるが，正しくはターンでなけ

ればならない。このターンの秦法を，P版とK版は，主

要音から開始するスナップターン式としている。しか

し，基本的なターン秦法として，上隣接音から開始する

方がよい。

　T．6では，K版とS版は，原典版に従って下声の第2

拍目F音にスタッカートを付けているが，P版は，何も

示していない。

　T．14の上声，第2拍目fis2およびf2音に付けられ

ている装飾音は，P版ではトリラーである。しかし，

HUとWUによると，これらは半モルデント（Ha1b－

mordent）4）であり，K版とS版もこの記号を用いてい

る。この秦法は，Chr1sta　Landonによると5），ターノ
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式あるいはモルデント式のいずれかである。S版は，脚

註においてターンとしての秦法を指示している。一方，

K版には指示が見受けられない。しかし，指使い一3

→4一から判断すると，校訂者はP版のようなトリラ

ーの秦法を指示しているように思える。もしターンある

いはモルデントとして秦するならば，指使いは，第3指

から第2指としなければならない。学習者は，注意が必

要である。なお，T．35においても同様の間題が見受け

られる。

　T．17の第2拍目に示されている装飾音は，P版では

ターン記号である。しかし，HUとWUによると，こ

れは半モルデントであり，K版とS版も原典版に従って

いる。秦法は，その前の音と同音反復となっているため

に，ターンとして秦するのがよいだろう。なお，T．29

とT．38においても同様の間題が見受けられる。

　　第m楽章

　丁．29の中声，第1拍目では，HU，WU，K版，およ

びS版は，括弧付きでd2音を示しているのに対し，P

版は音符を示していない。この箇所は，T．4，21等と関

連があるため，d2音を秦するべきである。

　T．37上声の最後の音符は，P版ではd2音であるが，

HU，WUによるとc2音である。K版とS版は，原典

版に従ってc2音としている。また，T．58の上声，第

2拍目の8分音符は，P版ではf2音であるが，HU，

WU，K版，およびS版ではes2音である。なお，P版

に従っているZ版は，これら2箇所の音符について，原

典版の音を脚註で指摘しており，その姿勢は評価でき

る。しかし，第2番以降のソナタにおいて現れる同様の

間題については，全く触れていない。

　T．74では，S版は，HUに従って下声の第3拍目に

譜例4
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休符を置いている。しかし，ここはT．6，51と同型のた

め，4分音符のe・c1音を秦してもよいだろう。

3．第2番（Hob　XVI：27）について

　　第I楽章

　3種類の『ソナタ・アルバム』を比較して，気が付く

ことは，K版では校訂者によるアーティキュレーション

の補足が示されていない点である。この版に示されてい

るのは，作曲者の記号のみである。たとえば，K版の

T．58，59は，HUやWUと同様に，譜例4のように表

示されている。一般に，テンポの速い古興楽曲における

跳躍進行は，ノン・レガートまたはスタッカートで秦さ

れる。この慣習を理解している学習者は，P版やS版の

ように，スタッカートで秦するであろう。しかし，『ソ

ナチネ・アルバム』終了程度の学習者に，それを期待す

るのは無理であろう。したがって，ここにはS版のよう

な実用性を考慮したアーティキュレーション記号を望み

たい。

　T．1では，K版は，ターンをg1音とh1音のそれぞ

れの音符上に示しており，Z版にも同様の間題が見受け

られる。しかし，HUとWUによると，このターンは

g1音とa1音の間，およびh1音とc2音の問に示さ

れており，P版とS版もこの記譜に従っている。ただ

し，P版の記号は，誤って逆ターン記号となっている。

　T．2，4，7，27等における下声の8分音符を，P版は

スラーで結んでいるが，これらの8分音符をスタッカー

トで秦することによって，この楽章のもつ活発な性格を

表現することも考えられる。

　原典版やS版のT．3，26等に示される小音符の前打音

は，P版とK版では，楽譜の中に実音符で記されてい
る。

　T．8の下声を，P版は8分音符のgLd1－g音とし

ている。しかし，HU，WUによると，これは4分音符

のg1音であり，K版とS版もこの記譜に従っている。

　T．21では，HU，WU，K版，およびS版は，第1拍

譜例5

a
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b
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目の上声h2音に前打音g2音を付けているが，P版で

は，この前打音は示されていない。

　T．22の上声では，P版は，d2－c2－h工の3音にわた

ってスラーを付けている。しかし，HU，WU，K版，お

よびS版は，スラーをd2－c2の2音だけに示してい
る。

　T．72－75の上声では，HUとWUは，アーティキ

ュレーションを示していない。P版は，譜例5aのよう

に，スラーを付けているが，S版にみられる譜例5bの

ようなアーティキュレーションにすることによって，は

つらつとした性格を表現することができるであろう。な

おK版は，この箇所でもアーティキュレーションを全く

示していない。

　T．74の上声gis2音に，P版はトリラーを示してい

ない。

　T．83の上声，第2拍目の最後の音符を，P版はa2

音としているが，HU，WU，K版，およびS版はg2音

としている。また，T．103の上声，第1拍目を，P版は

d2－c2－h1－62音としているが，原典版や他の版では

d2－c2－h1－a1音である。

　　第II楽童

　この楽章の冒頭では，P版は∫を示している。しか

し，第I楽章（A”6gγ060ηろグク0）の冒頭刎！と比べる

と，ここの！は強すぎるように思われる。S版のよう

に，刎∫が適当であろう。なお，K版は，この箇所に強

弱記号を示していない。

　T．1，5，15，25の第1拍目d2音には，P版はター

ンを付けている。しかし，HUとWUによると，この

記号は半モルデントであり，K版とS版もこの半モルデ

ントを用いている。

　T．16の第3拍目，およびT．18の第2拍目に示されて

いる装飾音を，P版はターンとしている。しかし，この

記号は，HUとWUによるとトリラーであり，K版と

S版も原典版の記譜に従っている。

　T．21－22の上声を，K版とP版は譜例6aのように

している。これは，HUやWUでみられる前打音（譜

例6b）を，楽譜の中へ実音符で示しているのである。

また，K版とP版のT．21に示されている装飾音はター

ンであるが，原典版ではトリラーである。さらに，原典

版のT．22のd2音に付けられているトリラーは，K版

とP版では示されていない。なお，これらの記号に関し

て，S版はすべて原典版の記譜に従っている。

　T．24の第3拍目fis1音に，HU，WU，K版，お一よび

S版はトリラーを付けている。しかし，P版ではこのト

リラーは示されていない。

　T．41の第3拍目fis1音に，P版は，トリラーとその

後打音を付けている。しかし，原興版や他の版では，こ

れらの記号は示されていない。

　T．56の上声，第1拍目es2音に付けられた装飾音

は，K版とP版ではターンであるが，HUとWUによ

ると。これはトリラーであり，S版も原典版の記譜に従

っている。

　T．66の上声を，K版とP版は譜例7aのようにして

いるが，本来の形は，譜例7bのように，主音符g1の

あとに休符が置かれている。このような場合の秦法につ

いて，C　P　E　Bach6）やJ　J　Quantz7）は，次のよ

うに指摘している。すなわち，前打音の長さは主音符の

全時価をとり，さらに，主音符の長さは休符の時価をと

って葵される。この秦法をT．66に適用すると，譜例7c

となる。S版とWUは，脚註において，この慣習的秦

法を示しているのに対して，K版は，この点について全

く触れていない。

a

b

C

譜例7

譜例6
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　　第III楽章

　HUとWUによると，Haydnは，譜例8aのよう
に曲の冒頭にはアーティキュレーションを示していな

い。ここと同じ形のT．73以降では，譜例8bのようなス

ラーを示している。K版の両箇所は，原典版に従って

いる、S版は，T73以降と同様のスラーを冒頭にも用い
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a

b

C

d

譜例8

ている。P版の両簡所は，譜例8cのようなスラーを示

しているが，このアーティキュレーションは，Haydn

によるものとは異なっている。このように，さまざまな

記譜が楽譜間にみられるが，これらのほかに，冒頭を譜

例8dのようなスタッカートで秦することもできるであ

ろう。そうすることによって，T．73以降のしなやかな

表情との対比をつくることができる。

　T．4，20，116の第2拍目G音，およびT．88の第2拍

目d音を，HUとS版は，8分音符ではなく4分音符

a

b

譜例9

）

）

~v 

としている。しかし，これらと関連するT．28，44，76，

80等では8分音符であること，この楽章は8分音符の

Auftaktから開始することなどから，8分音符で秦す

ることもできる。

　T．8の上声d2音に付けられた装飾音を，P版はモ

ルデントとしているが，K版とS版は，HUやWUの
ように半モルデントとしている。秦法は，ターン，モル

デントいずれでも可能である。

　T．15－16，およびT．39－40を，P版は譜例9aのよ

うに，また，K版とS版はHUやWUに従って譜例
9bのようにしている。P版には，中声部の4分音符g1

音とタイが欠けている。

　T．43の上声は，P版ではc2－eLdLc2の4音に
わたってスラーが付けられている。一方，S版とK版

は，HUやWUに従ってeLd2－c1の3音だけにス
ラーを示している。

　T．83の上声を，P版はaLc2－es2－a1・c2音とし

ている。しかし，HUとWUによると，これはfis1－

a1－es2－d2音であり，K版とS版もこの記譜を用いて

いる。

　T．115上声の最後の8分音符を，P版はd2音とし

ている。しかし，原典版やその他の版では，これはC2

音である。

　T．143の上声・第1拍目を・P版は92－e2－d2－c2

音としている。しかし，原典版や他の版ではg2－fiS2

－e2－d2音である。

4．第3番（Hob　XYI37）について

　　第I楽章

　丁．35－36，T．98－99に示される装飾音を，P版はト

リラーとしている。しかし，HUとWUによると，こ

れは半モルデントであり，K版とS版も原典版に従って

いる。秦法は，一般にモルデントが下行2度進行の中で

はあまり使われないことから，ターンとして秦するのが

よいだろう。S版は，脚註でターンの秦法を指示してい

る。一方，K版は，秦法については触れていない。

　T．46の中声，第3拍目e2音からT．47の中声，第1

拍目e2音を，K版とP版は，譜例10のようにタイで結

んでいるが，このタイは，HUとS版では示されてい

譜例10

ぺ　　　尺　　　×一　　x ぺ
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ない。また，WUではこのタイに括弧が付けられてい

る。T．46－49での中声部の進行は同形反復を示してお

り，さらに，×印を付けた中声部の音は掛留音となって

いる。したがって，e2音にはタイを付けて秦するのが

よい。

　T．59の上声，第3拍目e2音には，HU，WU，K版

およびS版はトリラーを付けているが，この記号はP版

では示されていない。

　　第II楽章

　この冒頭に，K版は強弱記号を示していない。T．1の

テナー声部・第3拍目a音から次の小節のa音を，K

版とWUはタイで結んでいる。このタイは，HU，P

版，およびS版には示されていない。しかし，T．2の

a音は掛留音であるため，タイで秦してもよい。

　　第III楽章

　P版は，曲の冒頭に，発想標語“伽肌伽肋16肋’’を

示していない。

　T．12の下声を，K版とP版は，a音とa1音のオク

a

譜例11

∫ユユ

ターブとしている。しかし，HUとWUによると，こ

の下声はa1音だけであり，S版もこの記譜に従ってい

る。

b

5．第4番（Hob．XVI：36）について

a

譜例12

†

b

　　第I楽章

　丁．2，3，4の上声に示されている装飾音を，P版は

ターン（ただし，誤って逆ターン記号）としている。し

かし，これらの記号は，HUとWUによると半モルデ

ントであり，K版とS版も原典版に従っている。秦法に

ついては，この半モルデントが前の音を反復する音符上

に位置していることから，ターンとして秦するのがよ

い。なお，P版は，これらの箇所以外に（T．17－19，

T．38－40，T．45－47等），半モルデントの代わりにタ

ーン記号を用いている。

　T．9の第1拍目に，HU，WU，K版，およびS版は，

灸を示している。しかし，P版では，この記号は示さ

れていない。

　T．10の上声h1音からT．11の上声h1音を，P版

はタイで結んでいるが，このタイとT．11のh1音は，

HU，WU，K版，S版では示されていない。また，T．

22のe1音やT．41のa1音においても，P版はタイを

付けているが，これらむ，HUをはじめ他の版では示さ

れていない。

　T．43の上声を，P版は譜例11aのようにcis－mo11

の属七の和音としている。しかし，原典版だけではな

く，旧ハイドン全集の8）リプリント版である『LωPo－

0是功＆0κ：ハイドン・ソナタ集』においても，この箇

所に示されているのは，譜例11bのようなV度の和音

である。

　T．51－54の下声を，P版は譜例12aのようなアーテ

ィキュレーションにしている。しかし，HUとWUに

よると，譜例12bのように示されており，K版とS版

もこれに従っている。

　T．80の第1拍目cis2音に付けられた装飾音を，HU

WU，S版は，括弧付きの半モルデントとしている。こ

譜例13
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の記号は，K版とP版には示されていない。

　この楽章の最後の部分（T．95－97）と呈示部の最後

の部分（T．31－33）を比較してみると，P版は，両部

分を符点のリズムで統一している。しかし，HUとWU

は，譜例13のように，T．95以降には符点のリズムを用

いていない。S版は，記譜上は原典版に従っているが，

解説の申では，作曲者の責によるこのような差異を指摘

し，両部分を符点のリズムで統一する秦法について触れ

ている。K版もまた，記譜上は原典版に従っている。し

かし，S版が指摘した点については，全く触れていな

い。

　　第II楽章

　丁．10やT．69以降に示されている前打音の秦法を，K

版とP版は，実音で楽譜の中に表示している。

　T．19の上声・第1拍目c2音に付けられたターンの秦

法を，P版は，c2－d2－c2－hLc2音としているが，

基本的なターン秦法として，上隣接音からd2－c2－h1

－C2音と秦するのがよい。

　T．29の下声，第2拍目を，K版とP版はe・a・c1

の和音にしている。しかし，この和音の中のa音は，

HUとWUでは示されていない。S版も原典版に従っ

てa音を示していない。

　T．40－41の申声部e1音を，P版はタイで結んでい

る。しかし，HU，WU，K版，およびS版では，この

タイは示されていない。また，T．41の申声部の最後の

8分音符を，P版はa1音としているが，HU，WUに

よると，この音符はdis1音である。

　T．87の上声，第2拍目d2音に，P版はトリラーを

付けており，また，HUとS版も括弧付きでトリラーを

示している。一方，WUとK版はこのトリラーを示し

ていない。ここと同型のT．3，33，67のd2音をみる

と，WUやK版にもトリラーが付けられているため，

演秦ではトリラーを奏するのがよい。一

第m楽章

　T．7およびT．30の上声fis2音に付けられた装飾音

を，P版はモルデントとしているが，HU，WU，K版，

S版では半モルデントである。この半モルデントは，

cisLfis2－gis2音の上行形の中に位置しているため，

ターン，モルデントどちらの秦法も可能である。S版

は，脚註で両秦法を示しているが，K版は，秦法につい

て触れていない。

　T．22の上声，第1拍目dis2音に付けられた装飾音

を，P版はトリラーとしているが，HU，WU，K版，

S版では半モルデントである。この場合も，上行音型の

申に位置しているため，ターン，モルデントどちらの棄

法も可能である。S版の葵法は，指使い3－2－1－2

からターンとしてであり，また，K版の秦法も，前後の

指使いの関連でターンが推察できる。

　T．35の上声fis1音に，K版はトリラーとその後打

音を示している。しかし，脚註の秦法指示においては，

この後打音は示されていないため，楽譜との間に矛眉が

生じている6一なお，この後打音は，HU，WU，および

S版では示されていない。

　T．44のターンを，P版は譜例14aのようにh1音上

に示しているが，HUとWUは譜例4bのようにgis1

音とh1音の間に示している。つまり，このターンは，

gis1音を装飾するものであり，h1音に対する装飾では

ない。S版は，原典版に従ってターンを2音間に置いて

いるが，K版は，P版のようにh1音上に示している。

譜例14

a　　　　oo　b
　　　　　　　　　　　～

6．第5番（Hob　XYI：34）について

第I楽章

　T4の下声c　e　g音に，P版はスタッカートを付

けているが，HU，WU，K版，§版は，これらの音符

にスラーを示している。

　T．6とT．7の中声部，第4拍目では，P版は4分音符

dis1音を示しているが，K版は，HUに従って，この

dis1音を示していない。一方，S版は，WUと同様に

dis1音を8分音符とし，括弧を付けて示している。こ

のような相異は，S版の解説で指摘されているように，

dis1音を省略した場合，バス声部の進行ais－hと中

声部の進行eLfis1との間に平行5度が生じることに

なる。また，和音の第3音であるこのdis1音が欠ける

ことによって，空虚な響きとなる。したがって，これら

の問題を避けるために，dis1音を秦するべきである。

ただし，WUのように8分音符として秦するのであり，

P版のような4分音符であってはならない。

　T．8の上声，第3拍目g1音上に，WUはトリラー

を，また，HU，K版，S版は括弧付きのトリラーを示

している。しかし，P版では，このトリラーは示されて

いない。

　T．22－24の上声c3音，T．87－89の上声a2音に，

sokyu
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K版とS版は，HUに従って括弧付きのターンを，ま

た，WUは，校訂者の資料解釈の相異9）から，トリラ

ーと括弧付きのモルデントを示している。しかし，P版

のこれらの音符には，装飾音は示されていない。

　T．33の中声部・第1拍目の音符を，P版はe2音と

している。しかし，HUとWUによると，この音符は

eS2音であり，旧ハイドン全集のリプリント版，一乙θα

P06肋860κにおいても，es2音となっている。K版と

S版は，原興版に従ってes2音を示している。

　T．39－40の中声部h1音を結ぶタイは，P版では示

されていない。

　T82の下声を，P版は，譜例15aのようにe－mo11

の属七の和音としている。しかし，この和音は，HUと

WUでは譜例15bのような減七の和音であり，K版と

S版もこの記譜に従っている。

　T．90の下声の音型を，P版は譜例16aのようにして

譜例15

　a
　　∀

　　　b

汐：　プ　　〕

譜例16

ヰ

譜例17

a

b

a　　　　　　　　b

●
●

…

いるが，これは，HUとWUによると譜例16bであ
り，K版とS版もこの記譜に従っている。

　T．91のバス音を，P版はcis1音としているが，HU

WU，K版，およびS肢ではc1音である。

　T．97の中声部・第1拍目e2音を，P版は8分音符と

しているが，HUとWUでは4分音符である。S版
は，原典版の記譜に従って4分音符としているが，一

方，K版は，P版のような8分音符としている。

　T．110，118，119の上声・最初の音を，P版はe2音

としている。しかし，HUとWUによると，この音は

g2音であり，K版とS版もこの記譜に従っている。ま

た，T．113の同様の箇所を，P版はc3音としている

が，e3音の誤りである。

　T．111の下声，第3拍目と第6拍目の音を，P版は，

両箇所ともにg1音としている。しかし，HUとWU

によると，第3拍目はe1音，第6拍目はd1音であ

り，K版とS版もこの記譜に従っている。

　T．122の下声，第1拍目の4分音符を，P版はe・e1

音のユニゾンにしている。しかし，HUとWUによる

と，この音は，E・e音としてオクターブ低い位置に示

されており，K版とS版もこの記譜に従っている。

　T．127の最後の音符e2・e8音を，P版は4分音符と

している。しかし，HU，WU，K版，およびS版では

8分音符である。

　　第II楽章

　丁．12の上声では，P版は，a2－gis2－gis2－g2の4

音にわたってスラーを付けている。しかし，HU，WU，

K版，S版は，このスラーを示していない。スタッカー

トが，2つのgis2音上に示されている。また，下声で

は，P版とK版は，第3拍目のバス音をe1音としてい

るが，HU，WU，S版は，d1音としている。

　T．21－22の下声では，P版は，譜例17aのように

T．22にh音を記譜して，T．21のh音とタイで結んでい

る。一方，HU，WU，K版，およびS版は，譜例17b

のようにT．22のh音とタイを示していない。しかも，

譜例18

a か b 6 せ戸

し

2工 1
～ ～紗



島　　畑 斉 73

T．22のバス音eを4分音符としている。

　T．25，第2拍目の最後の音を，P版はe3音として

いる。しかし，HUとWUはc3音とし，K版とS版
もこの記譜に従っている。

　T．29－30の下声を，P版はfis1－e1－Aの音型とし

ている。しかし，HUはfis1－eLd1音とし，K版と

S版がこの記譜に従っている。また，WUは，校訂者

の資料解釈の相異10）によって，fisエーG－A音としてい

る。

　T．44では，P版は，譜例18aのように，第1拍目を

D音まで含めて，11連符としている。また，第2拍目

a2音の前には，g2－a2－h2の滑走音が付けられてい

る。しかし，HUとWUによると，譜例18bのよう

に，第1拍目はD音を含まず，4個と6個の音型に分け

られる。さらに，a2音の前には前打音g2が示されて

いる。この前打音は，D音と同時に棄されなけれぱなら

ない。

　T．46の下声，第2拍目を，P版はdis音のみを示し

ている。しかし，HUとWUによると，この箇所は

dis・fis・hの和音であり，K版とS版もこの記譜に従

っている。

　　第III楽章

　丁．29の上育に，P版はターンを示しているが，HU

とWUではみられない。S版は原典版の記譜に従って

いる。一方，K版はP版のようにターンを示している。

　T．62では，P版は，上声の第2拍目にdis2音，ま

た，下声にdis1音を示している。しかし，これらの音

は，HUとWUではd2音，d工音であり，K版とS
版もこの記譜に従っている。

　T．72の上声，第2拍目では，P版はfis2音を符点

8分音符に，また，h2音を16分音符としている。しか

し，HUとWUによると，どちらも8分音符であり，

K版とS版もこの記譜に従っている。

　T．81の上声，第1拍目を，P版はfis2－gis2－fis2－

gis2の音型で示している。しかし，HUとWUによる

と，この音型はfisisLgisLfisisLgis2であり，K

版とS版もこの記譜に従っている。

　T．85とT．87の上声，第2拍目a2－d2音を，P版

はスラーで結んでいるが，HUとWUでは，このスラ

ーは示されておらず，それぞれの音符上にスタッカニト

が付けられている。K版とS版も原典版の記譜に従っ

て，スタッカートを示している。

　T．109の上声に，HU，WU，K版，およびS版はタ

ーンを示している。しかし，P版はこのターンを示して

いない。

　T．112の上声，第1拍目g2音に付けられている前打

音を，P版はfis2音としている。しかし，この前打音

は，HU，WU，K版，およびS版ではa2音である。

　T．119の上声では，P版は，譜例19aのようにター

ンを冒頭のa2音上に示し，音型をa2－h2－h2－c8

としている。S版は，HUに従って，譜例19bのよう

にターンをa2音とh2音の間に示して，音型をa2－

h2－c3－c8とし，さらに，第1拍目を符点のリズムに

している。K版とWUの音型とリズムは，HUと同じ

であるが，ターンはP版のようにa2音上に示されてい

る。

譜例19

　　a～ b　～

7．お’わりに

　以上，本稿は，『ソナタ・アルバム，第1巻』に収め

られているHaydnの作品を対象に，それぞれの楽譜

間にみられる記譜上の相異について，検討を進めてき

た。

　まず，P版においては，音符，アーティキュレーショ

ン，装飾音，リズムなどに問題点が認められた。音符に

関わる問題としては，位置や長さの誤り，脱落，および

校訂者の付加である。アーティキュレーションの問題と

しては，スラー，スタッカートなどの位置の誤りや脱落

である。装飾音については，記号自体の誤りのほかに，

位置の誤り，脱落，校訂者の付加，秦法指示などであ

る。そして，リズムについては，音符の長さの誤りと関

連して，変更されている点である。このように，P版に

は多種多様の記譜上の問題点が存在しており，学習者に

与える影響は大きい。作曲者の意図した姿（楽譜自体は

不完全な指示カしかもたないが）から離れることにな

る。したがって，P版あるいはP版に依拠している楽譜

を使用する場合には，音符や諸記号の信頼性に関して，

十分に検討しなくてはならない。

　K版においては，P版の問題点はかなり改善されてい

る。しかし，一部の音符と装飾音については，P版と同

様の間題がみられた。それらの中で，前打音に関わる間

題としては，秦法が脚註としてではなく，楽譜の中に実

音符で示されている点である。秦法の理解のためには，

脚註で明示する方が，むしろ効果的である。また，アー
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ティキュレーションと強弱記号については，K版自体の

間題点が認められた。それは，冒頭の強弱指示，スラー

やスタッカートの補足が少ないために，演秦に際して困

難が生じるということである。『ソナチネ・アルバム』

終了程度の学習者にとっては，校訂者による細かな指示

のある方が便利である。

　S版においては，P版の問題点は解消されている。校

訂者の補足は，細かく指示されているために，この版は，

学習者にとって扱いやすい楽譜ということができる。し

かし，学習者自身の工夫による楽想表現という点からみ

れば，この細かな配慮が，逆に煩わしいものとなる場合

も考えられる。このように，K版とS版には，それぞれ

相反する性格を見出すことができる。したがって，教師

は，学習者の能力を見極め，適合した楽譜を選択して指

示しなけれぱならない。
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